
環　

境

世
田
谷
区
の
閑
静
な
住
宅
を
歩
く
と
緑
に
囲
ま
れ
た

近
代
的
な
お
寺
が
目
に
入
り
ま
す
。

一
歩
中
に
入
る
と
浄
土
真
宗
即
法
寺
の
本
堂
が
正
面

に
、
そ
の
前
に
は
静
か
に
石
の
仏

様
が
優
し
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
何
か
こ
こ
ろ
の
や
す
ら
ぎ
を

感
じ
る
入
り
口
の
と
な
り
に
、
宗
旨
・

宗
派
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
永
代
納
骨
墓
「
弥
勒
殿
」
が
あ
り
ま
す
。

設　

備

即
法
寺
さ
ま
は
平
成
元
年
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
、
ご
葬

儀
、
法
要
等
に
も
ご
利
用
が

出
来
、
又
多
人
数
様
で
も
充
分
に
対
応
で
き
る
客
殿
も

用
意
さ
れ
て
利
用
者
へ
の
安

心
な
設
備
も
整
っ
て
お
り
ま
す
。

費　

用

１
体
用
、
２
体
用
（
ご
夫
婦
）、
３
体
用
他
ご
用
意
さ
れ

永
代
使
用
料
、
管
理
料
、
納
骨
料
、
他
初
回
に
ご
納
付

い
た
だ
く
金
額
に
全
て
含
ま
れ
、
又
回
忌
法
要
等
の
費

用
も
明
記
さ
れ
て
お
り
護
持
、
寄
付
、
管
理
等
の
ご
不

安
も
御
座
い
ま
せ
ん
。

即
法
寺
さ
ま
の
永
代
納
骨
墓
は
、
後
継
者
が
い
な
く
と
も
変
わ
っ

て
お
守
り
し
、
将
来
へ
の
ご
負
担
、
無
縁
仏
等
の
心
配
が
無
く
お

守
り
し
て
頂
け
る
納
骨
墓
で
す
。

又
そ
の
お
堂
に
は
釈
迦
滅
後
５
６
億
７
千
万
年
後
に
現
れ
て
衆
生

を
救
っ
て
く
だ
さ
り
、
慈
悲
か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
弥
勒
菩
薩

様
が
安
置
さ
れ
、
や
わ
ら
か
い
微
笑
を
も
っ
て
お
守
り
頂
け
る
珍

し
い
お
堂
で
す
。
ご
安
置
頂
い
た
ご
遺
骨
は
真
宗
大
谷
派
の
し
き

た
り
に
よ
っ
て
即
法
寺
様
が
代
々
お
守
り

を
い
た
し
ま
す
。

宗 教 法 人 　 即 法 寺 ( 真 宗 大 谷 派 )
東 京 都 世 田 谷 区 赤 堤 3 - 2 2 - 4
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A C C E S S
電車の場合

小田急線「経堂」駅 徒歩8分
京王線「下高井戸」駅 徒歩12分
東急世田谷線「松原」駅 徒歩6分
路線バス（小田急バス）

「赤堤小学校」下車徒歩2分
運行系統【梅01】【渋54】

小田急線「梅ヶ丘駅」→「千歳船橋」行
小田急線「経堂駅」→「千歳船橋」行
お車の場合

首都高速4号新宿線
「高井戸」出入口4km
「永福」出入口2km

首都高速3号渋谷線
「三軒茶屋」出入口約4km

東名高速
「東京IC」出入口約6km
コインパーキングをご利用ください

即法寺をお訪ねの際は
このパンフレットを御持参ください。

営業時間   9：00 ～ 20：00    [ 年中無休 ]

大野屋テレホンセンター
http://www.ohnoya.co.jp/

専門スタッフがお問い合わせに直接お答え致します。　　
お気軽にお問い合わせ下い。

0120-02-8888問合先

お名前

TEL

　見学申し込み票

 メモリアルアートの大野屋では、当社の運営するウェブサイトをご利用いただくお客様の

個人情報を重要なものと認識し、その取扱いにつきましては細心の注意を払います。

詳しくは弊社のプライバシーポリシーをご覧ください。http://www.ohnoya.co.jp/privacy/index.html

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
代
納
骨
墓
「
彌
勒
殿
」

■　

骨
壷
安
置(

納
骨
式)

   　
　
　

一
体　
　

六
十
万
円

   　
　
　

二
体　
　
　

百
万
円

　
　
　

   

三
体    
百
四
十
万
円

      ■　

三
体
目
以
降
同
時
申
込
み
の
場
合
は
、
一
体
に
つ
き
四
十
万
円

■　

別
途
一
体
追
加
に
場
合
は
、
一
体
に
つ
き
五
十
万
円
。

■　

永
代
使
用
料
に
は(

使
用
料
・
維
持
管
理
料
・
納
骨
法
要
・
刻
字
料)

等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■　

年
忌
法
要
等
別
途
御
要
望
が
な
い
限
り
そ
の
他
の
費
用
は
不
要
で
す
。

■　

護
持
金
・
年
間
管
理
料
等
一
切
必
要
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

■　

宗
旨
宗
派
は
不
問
で
す
。
ど
な
た
で
も
御
利
用
に
な
れ
ま
す
。

■　

既
に
他
で
授
与
さ
れ
た
法
名
・
戒
名
・
法
号
ま
た
は
俗
名
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

■　

御
遺
骨
は
、
期
限
を
設
け
ず
永
代
に
渡
り
安
置
い
た
し
ま
す
。

■　

彌
勒
殿
内
は
、
最
新
の
空
調
設
備
に
よ
り
、
常
に
清
潔
な
環
境
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

■　

寺
の
行
事
等
の
御
参
加
は
、
自
由
で
す
。

■　

春
・
秋
彼
岸
会
、
お
盆
、
五
月
に
は
永
代
経
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
に
は
報
恩
講
を
勤
修
い
た
し
ま
す
。

■　

毎
月
二
八
日
に
は
、
彌
勒
殿
を
開
帳
い
た
し
ま
す
。

■　

毎
週
水
曜
日
（
墓
地
定
休
日
）
以
外
は
、
御
自
由
に
お
参
り
で
き
ま
す
。

■　

生
前
の
お
申
し
込
み
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

■　

お
墓
が
遠
方
で
、
改
葬
を
お
考
え
の
方
は
、
御
相
談
を
承
り
ま
す
。

■　

年
忌
法
要
等
の
お
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。
別
途
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　　　


